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A coming of
   age ceremony

令
和
6
年
越
前
町
は
た
ち
の
つ
ど
い

夢
と
希
望
を
胸
に

笑
顔
の
門
出

　
１
月
７
日
、
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館

　
１
月
７
日
、
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館

で
、
令
和
６
年
越
前
町
は
た
ち
の
つ
ど
い
が

で
、
令
和
６
年
越
前
町
は
た
ち
の
つ
ど
い
が

開
か
れ
ま
し
た
。

開
か
れ
ま
し
た
。

　

あ
で
や
か
な
振
袖
や
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に

　

あ
で
や
か
な
振
袖
や
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に

身
を
包
ん
だ
二
十
歳
の
み
な
さ
ん
が
会
場
に

身
を
包
ん
だ
二
十
歳
の
み
な
さ
ん
が
会
場
に

集
ま
り
ま
し
た
。
会
場
で
は
友
人
と
の
再
会

集
ま
り
ま
し
た
。
会
場
で
は
友
人
と
の
再
会

を
喜
び
、
一
緒
に
写
真
を
撮
り
、
懐
か
し
い

を
喜
び
、
一
緒
に
写
真
を
撮
り
、
懐
か
し
い

話
題
で
盛
り
上
が
る
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

話
題
で
盛
り
上
が
る
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
青
柳
町
長
か
ら
式
辞
、
佐
々

　

式
典
で
は
、
青
柳
町
長
か
ら
式
辞
、
佐
々

木
町
議
会
議
長
と
時
田
県
議
会
議
員
か
ら
祝

木
町
議
会
議
長
と
時
田
県
議
会
議
員
か
ら
祝

辞
を
い
た
だ
い
た
後
、
時
田
耕
太
郎
さ
ん
と

辞
を
い
た
だ
い
た
後
、
時
田
耕
太
郎
さ
ん
と

石
田
明
日
香
さ
ん
が
代
表
と
し
て
、
誓
い
の

石
田
明
日
香
さ
ん
が
代
表
と
し
て
、
誓
い
の

こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　　
越
前
町
の
未
来
を
担
っ
て
い
く
二
十
歳
の
み
な

越
前
町
の
未
来
を
担
っ
て
い
く
二
十
歳
の
み
な

さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
で
す
。

さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
で
す
。

問
合
せ
先　
生
涯
学
習
課　
☎
３
４‒

２
０
０
０

朝
日
地
区

朝
日
地
区

希望に満ちあふれた
20歳のみなさん

織
田
地
区

織
田
地
区

宮
崎
地
区

宮
崎
地
区

越
前
地
区

越
前
地
区

▲誓いのことばを述べる時田耕太郎さんと石田明日香さん



　

11
月
30
日
、
所
沢
市
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

ミ
ュ
ー
ズ
ア
ー
ク
ホ
ー
ル
で
第
33
回
日
本
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
が
行
わ

れ
、
町
内
在
住
の
小
川
葵
さ
ん
（
武
生
高
校
1

年
）
が
打
楽
器
部
門
高
校
の
部
で
5
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。

　
小
川
さ
ん
は
、
小
学
校
2
年
生
の
頃
、「
ま
り

ん
ば
み
ゅ
ー
じ
っ
く
ぱ
ー
て
ぃ
ー
！
」
で
ふ
く

だ
な
る
み
先
生
指
導
の
も
と
マ
リ
ン
バ
を
始
め
、

コ
ン
ク
ー
ル
だ
け
で
な
く
町
内
の
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
で
多
く
の
経
験
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

　
小
川
さ
ん
は
「
先
生
や
メ
ン
バ
ー
、
家
族
や

地
域
の
み
な
さ
ん
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持
ち
や
マ
リ
ン
バ

の
良
さ
な
ど
を
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
で
き
る
よ

う
、
ま
た
魅
力
的
な
演
奏
が
で
き
る
よ
う
精
進

し
た
い
で
す
」と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

小
川
さ
ん
が
日
本
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
大
会
打
楽
器
部
門
入
賞

▲小川葵さん

　
1
月
7
日
、
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館
で
行

わ
れ
た
「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」
で
、
明
る
い
選
挙

推
進
協
議
会
委
員
が
若
者
の
選
挙
へ
の
関
心
を
高

め
る
た
め
、
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
受
け
取
っ
た
若
者
ら
は
「
自
分
た
ち
の
こ
れ
か

ら
の
た
め
に
、
ま
た
将
来
家
族
を
持
っ
た
時
に
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
選
挙
で
意
思
表
示
す
べ
き

だ
と
思
う
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

※
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、
啓
発
活
動
の

ほ
か
に
研
修
会
や
選
挙
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の

選
考
な
ど
を
通
し
て
、
明
る
く
ク
リ
ー
ン
な

選
挙
の
推
進
と
政
治
や
選
挙
へ
の
関
心
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

明
る
い
選
挙
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た

▲啓発活動の様子

▲表彰されたみなさん

　
1
月
5
日
、
福
井
春
山
合
同
庁
舎
で
第
73
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
町
か
ら
次
の
3
人
が
入
賞
し
ま

し
た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
日
頃
の
家
庭
生
活
や

学
校
生
活
で
体
験
し
た
こ
と
を
も
と
に
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
た

こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
作
文
に
す
る
こ
と
で
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

優
秀
賞　
福
井
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
賞

　
渡
邉　
葵
さ
ん
（
朝
日
小
6
年
）

優
秀
賞　
福
井
県
保
護
司
会
連
合
会
長
賞

　
鷲
田　
菜
々
子
さ
ん
（
朝
日
中
2
年
）

優
秀
賞　
福
井
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
賞

　
大
島　
美
海
さ
ん
（
織
田
中
2
年
）

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
県
推
進
委
員
会

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰

　
12
月
23
日
～
27
日
、
山
梨
県
山
梨
学
院
ホ
ッ

ケ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
お
よ
び
東
京
都
大
井
ホ
ッ

ケ
ー
競
技
場
で
、
第
55
回
全
国
高
等
学
校
選
抜

ホ
ッ
ケ
ー
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に

は
、
全
国
各
地
か
ら
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
男

女
各
24
チ
ー
ム
が
集
ま
り
、
町
か
ら
は
丹
生
高

校
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
男
女
と
も
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
丹
生
高
校
女
子
は
、
初
戦
か
ら
準
決
勝
に
至

る
ま
で
、
無
失
点
で
勝
ち
あ
が
り
、
他
を
寄
せ

付
け
な
い
強
さ
を
見
せ
つ
け
ま
し
た
。
決
勝
戦

で
は
、
富
山
県
立
石
動
高
校
と
対
戦
し
、
1
対

1
で
Ｓ
Ｏ
戦
に
も
つ
れ
込
み
ま
し
た
が
、
4
対

2
で
勝
ち
き
り
、
見
事
大
会
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
丹
生
高
校
女
子
は
、
昨
年
開
催
さ
れ

た
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
お
よ
び
国
民

体
育
大
会
で
も
優
勝
し
て
お
り
、
県
勢
女
子
初
と

な
る
高
校
三
冠
と
い
う
偉
業
を
達
成
し
ま
し
た
。

大
会
成
績

丹
生
高
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
（
優
勝
）

　
1
回
戦　
今
市
（
栃
木
）
０-

５　
丹
生

　
2
回
戦　
天
理
（
奈
良
）
０-

４　
丹
生

　
準
決
勝　
横
田
（
島
根
）
０-

１　
丹
生

　
決　
勝

　
石
動
（
富
山
）１-

１（
Ｓ
Ｏ
２-

４
）丹
生

丹
生
高
校
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

　
１
回
戦

　
今
市
（
栃
木
）
２-

２（
Ｓ
Ｏ
４-

２
）
丹
生

第
55
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

丹
生
高
校
女
子
高
校
三
冠
達
成

　
集
大
成
と
な
る
選
抜
大
会
で
優
勝(

三

冠)

で
き
て
、と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

決
勝
で
は
、
初
め
て
先
制
点
を
許
し
、
苦

し
い
展
開
に
な
り
ま
し
た
が
、
笑
顔
で
楽

し
ん
で
プ
レ
ー
し
続
け
た
事
が
、
勝
利
に

繋
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
声

援
も
私
た
ち
の
力
に
な
り
ま
し
た
。
応
援

し
て
く
だ
さ
り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

福
士
真
菜
主
将
の
コ
メ
ン
ト

　
越
前
町
の
み
な
さ
ん
、
春
高
バ
レ
ー
の

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
み
な

さ
ん
の
応
援
が
す
ご
く
力
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
と
も
頑
張
る
の
で
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！

堤
凰
惺
選
手
の
コ
メ
ン
ト

▲表彰式の様子

　
1
月
4
日
～
8
日
、
東
京
体
育
館
（
東
京
都
）

で
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
杯
春
の
高
校
バ
レ
ー
第
76
回
全

日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選
手
権
大
会
が
開

か
れ
、
福
井
工
業
大
学
付
属
福
井
高
校
の
主
将
と

し
て
町
出
身
の
堤
凰お

う
せ惺

選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
福
井
県
勢
と
し
て
初
と
な
る
決
勝
へ
進
み
、
決
勝

戦
で
は
、
チ
ー
ム
最
多
の
19
得
点
を
挙
げ
、
準
優
勝

と
い
う
す
ば
ら
し
い
成
績
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
杯
春
の
高
校
バ
レ
ー

第
76
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選
手
権
大
会

▲堤凰惺選手（左）

　
1
月
6
日
、織
田
地
区
の
劒
神
社
で
交
通
安
全
祈

願
祭
が
行
わ
れ
、青
柳
町
長
を
は
じ
め
、鯖
江
警
察
署

長
や
町
交
通
安
全
指
導
員
、鯖
江
交
通
安
全
協
会
の

町
内
各
分
会
な
ど
26
人
が
参
列
し
ま
し
た
。こ
の
祈

願
祭
は
一
年
の
無
事
故
を
願
い
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
辻
交
通
指
導
員
会
長
は
、「
自
分
の
身
は
自

分
で
守
る
と
い
う
交
通
安
全
の
基
本
で
あ
る
意

識
啓
発
に
努
め
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指

し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
町
内
の
人
身
事
故
発
生
数
は
11
件

で
、
死
亡
事
故
も
起
き
て
い
ま
す
。
町
民
一
人

ひ
と
り
が
交
通
安
全
に
努
め
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
越
前
町
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

越
前
町
交
通
安
全
祈
願
祭

▲祈願祭の様子

▲青柳町長とおたコンサート運営委員会のみなさん

　
1
月
19
日
、青
柳
町
長
か
ら「
お
た
コ
ン
サ
ー

ト
運
営
委
員
会
」
に
越
前
町
文
化
芸
術
功
労
団

体
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
た
コ
ン
サ
ー
ト
運
営
委
員
会
は
昭
和
58
年

に
発
足
し
、
40
年
に
わ
た
り
、
町
内
に
お
い
て

「
音
楽
の
夕
べ
」
や
「
涼
風
コ
ン
サ
ー
ト
」「
春
・

う
ら
ら
コ
ン
サ
ー
ト
」「
え
ん
じ
の
た
め
の
コ
ン

サ
ー
ト
」「
国
際
音
楽
祭
」
な
ど
、
数
多
く
の
コ

ン
サ
ー
ト
を
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
の
音
楽
の
振
興
・
発
展
と
後
進
の
指
導
・

育
成
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回

の
受
彰
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力

に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
ご
健

康
と
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

越
前
町
文
化
芸
術
功
労
団
体
表
彰
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路線バスに交通系 ICカード
「ICOCA」が導入されます

　町内を走る路線バスで、交通系 IC カード
「ICOCA」の利用サービスが始まります。現金を
出す手間を省くことができ、スムーズに乗り降り
ができるようになります。「ICOCA」のほかに、
10種類の全国相互利用可能な交通系 IC カードも
利用可能です。
※現金での支払いも今までどおりできます。
※生活路線バス運賃補助券（青券）をご利用の際は、

現金での支払いをお願いします。

乗車口付近の青色のリーダー
に ICカードをタッチ！

運賃箱の黄色のリーダー
に ICカードをタッチ！

2月24日から

サービス開始日と対象区間

利　用　方　法

バス ICOCA定期券について

問 合 せ 先

ICOCA販売場所とチャージ場所

サービス開始日   ２月２４日（土）
対 象 区 間   京福バス、福井鉄道バスの全路線
 ※コミュニティバス・デマンドタクシーには導入されません。

乗車時と降車時に IC カードを専用の読取り部にタッチするだけでバスをご利用できます。
あらかじめ IC カードに現金をチャージ しておくことで、乗車区間の運賃を自動的に精算します。

令和５年度通学支援補助金の受付は、3月29日（金）までです。手続きがまだの人はお早めに申請をお願いします。
申請に必要なもの   印鑑、購入した定期券の写し、生徒証の写し、振込口座の写し
申 請 場 所   企画振興課、宮崎・越前・織田住民サービス室
問 合 せ 先   企画振興課　☎３４-８７０２

　バス定期券は、IC カードへの移行によりICOCA 定期券のみの販売となります。
　また、IC カード導入に伴い、従来の定期券や切符の販売終了などもありますので、詳しくは京福バス
または福鉄バスにお問い合わせください。

京福バス　☎0776-57-7700　　　福鉄バス　☎0778-21-0703

乗車時 降車時

10種類の全国相互利用可能な交通系 IC カード

ICOCA 販売場所 チャージ可能場所
京福バス 福井駅東口京福バスチケットセンター

ICOCA 取扱窓口、バス車内、JR（ハ
ピラインふくい）の ICOCA マークの
ある自動券売機設置駅、コンビニなど

福鉄バス 越前たけふ新駅チケットセンター
神明駅チケットセンター

その他 JR（ハピラインふくい）のみどりの窓口や
IC 対応の自動券売機

通学支援補助金の申請はお済ですか？通学支援補助金の申請はお済ですか？

　

12
月
2
・
3
日
、
朝
日
体
育
館
で
「
わ
く
わ

く
ス
ク
ー
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
わ
く
わ
く

ス
ク
ー
ル
」
と
は
、
年
や
住
ん
で
い
る
地
区
の

違
う
子
ど
も
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
一
緒

に
行
う
こ
と
で
集
団
活
動
の
経
験
や
心
身
の
健

や
か
な
成
長
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、

今
回
は
一
泊
二
日
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
中
高
生
の
ジ
ュ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
が
主
体
と
な
っ
て
計
画
か
ら
当
日

の
進
行
ま
で
の
運
営
を
行
う
「
子
ど
も
た
ち
に

よ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
」
の
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
初
日
の
最
初
に
行
わ
れ
た
マ
ジ
ッ
ク
教
室
で

は
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
か
ら
ト
ラ
ン
プ
を

使
っ
た
手
品
や
コ
ッ
プ
が
浮
く
手
品
を
教
わ

り
、
お
互
い
に
披
露
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
ま
た
、夜
に
は
ミ
ニ
運
動
会
が
行
わ
れ
、

新
聞
紙
で
自
作
し
た
道
具
を
用
い
て
、
玉
入
れ

や
輪
投
げ
な
ど
で
競
い
合
い
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

翌
日
は
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
交
流
大
会
が
行
わ

れ
、
町
内
の
小
学
生
な
ど
約
１
３
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
初
対
面
の
メ
ン
バ
ー
で
チ
ー
ム

を
組
み
、
不
安
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、
試
合

が
始
ま
る
と
作
戦
を
話
し
合
う
な
ど
し
て
、
す

ぐ
に
仲
良
く
な
り
、
楽
し
ん
だ
様
子
で
し
た
。

　
今
回
も
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
し
っ

か
り
と
ま
と
め
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
を
笑

顔
に
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
ス
ク
ー
ル
・
交
流
大
会

越
前
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

▲マジック教室の様子▲ドッジボール交流大会の様子

　
12
月
10
日
、
梨
子
ヶ
平
台
地
の
越
前
水
仙
の
眺

望
ス
ポ
ッ
ト
で
、
水
仙
の
収
穫
講
座
が
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
の
事
業
は
、
越
前
海
岸
の
水
仙
畑
に
関

わ
る
人
々
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
文

化
的
景
観
の
守
り
人
事
業
の
一
環
で
す
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
町
内
外
か
ら
集

ま
っ
た
参
加
者
は
、
地
元
農
家
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
急
傾
斜
地
に
あ
る
畑
で
水
仙
を
収
穫

後
、
作
業
小
屋
に
移
動
し
、
水
洗
い
、
選
別
ま

で
の
一
連
の
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
急
傾
斜
地
で
の
作
業
の
困
難

さ
な
ど
の
感
想
や
、
水
仙
の
活
用
に
つ
い
て
の

提
案
、
水
仙
の
出
荷
規
格
に
つ
い
て
な
ど
熱
心

な
質
問
が
出
ま
し
た
。

越
前
水
仙
の
収
穫
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

▲作業小屋で指導を受ける様子

　
1
月
17
日
、
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
、
越
前
水
仙
発
送
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
取
組
み
は
、
本
町
の
特
産
品
「
越
前
水

仙
」
と
越
前
海
岸
水
仙
郷
の
素
晴
ら
し
さ
の
Ｐ

Ｒ
を
目
的
と
し
て
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
冬
の

越
前
町
へ
の
観
光
誘
客
を
図
る
も
の
で
す
。

　
今
年
の
お
届
け
先
は
、
本
町
と
友
好
関
係
に
あ

る
自
治
体
や
映
画
「
お
し
ょ
り
ん
」
の
キ
ャ
ス
ト
、

県
内
外
の
報
道
機
関
や
旅
行
会
社
な
ど
１
３
３

件
で
、
約
4
千
本
の
水
仙
を
発
送
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
青
柳
町
長
とJA

福
井
県
理
事
、

水
仙
栽
培
農
家
の
代
表
者
が
最
後
の
箱
詰
め
作

業
を
行
い
、
可
憐
な
越
前
水
仙
を
各
方
面
に
送

り
出
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度　
越
前
水
仙
発
送
式
を
行
い
ま
し
た

▲箱詰め作業の様子

広報 えちぜん7 令和 ６ 年 ２ 月号

町からのお知らせ

広報 えちぜん 6令和 ６ 年 ２ 月号

えちぜんまちの話題をお届けします!



国民年金保険料に関するお知らせ
　国民年金保険料（月額）は、令和5年度が16,520円、令和6年度が16,980円です。口座振替やクレジットカー
ドを利用すると、金融機関などに行く手間と時間が省けます。さらに、「早割（当月末納付）」や「前納」で納めると、
保険料が割引されおトクです。最大でも２年分（翌々年3月分まで）前納できます。

申込方法　「口座振替納付申出書」または「クレジットカード納付申出書」に必要な事項を記入・押印し、健康
保険課、お近くの年金事務所、金融機関または郵便局へご提出ください。
●前納の申込期限は、以下のとおりです。
◦「2年納付」「1年納付」「6カ月前納の上期（4月～ 9月分）」　➡　2月末日
◦「6カ月前納の下期（10月～ 3月分）」　　　　　　　　　　➡　8月末日

注意事項　引き落とし日は、2年前納と1年前納が4月末日、6カ月前納が4月末日と10月末日です。

（参考）令和5年度　国民年金保険料　納付額早見表

種類
１カ月分 ６カ月分 １年分 ２年分

保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額
毎月納付 16,520円 − 99,120円 − 198,240円 − 402,000円 −

前
　
納

納付書［現金］
− − 98,310円 810円 194,720円 3,520円 387,170円 14,830円

クレジット

口座振替
16,520円 −

97,990円 1,130円 194,090円 4,150円 385,900円 16,100円16,470円
（早割※） 50円

※翌月末（納付期限）の口座振替を当月末の口座振替にすると、毎月の保険料が50円割引になります。

問合せ先 	 健康保険課　☎34‒8710

　

空
き
缶
や
空
き
び
ん
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
に

よ
っ
て
、
食
べ
物
・
飲
み
物
の
容
器
と
し
て
再

利
用
し
た
り
、
ほ
か
の
製
品
の
材
料
と
な
る
立

派
な
資
源
で
す
。
自
然
環
境
を
守
る
た
め
、
空

き
缶
・
空
き
び
ん
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

出
す
と
き
の
注
意
点

〇
空
き
缶
・
空
き
び
ん
は
中
身
を
出
し
、
水
洗

い
を
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
空
き
缶
は
、
ご
み
袋
に
入
れ
ず
に
、
そ
の
ま

ま
空
き
缶
回
収
か
ご
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

〇
空
き
缶
は
、
ア
ル
ミ
缶
・
ス
チ
ー
ル
缶
に
分

け
た
り
、
つ
ぶ
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
粉
ミ
ル
ク
の
缶
や
食
料
品
の
大
き
な
缶
も
、

空
き
缶
と
し
て
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
空
き
び
ん
の
王
冠
、
キ
ャ
ッ
プ
は
取
り
外
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ラ
ベ
ル
、
キ
ャ
ッ
プ

シ
ー
ル
、
ラ
ム
ネ
の
び
ん
の
ビ
ー
玉
は
可
能

な
限
り
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

〇
空
き
び
ん
は
、
無
色
透
明
（
白
色
）、
茶
色
、

そ
の
他
色
（
黒・青・緑
色
）、生
き
び
ん
（
一

升
び
ん
、
ビ
ー
ル
び
ん
）
に
分
け
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
割
れ
た
一
升
び
ん
な
ど
は
生
き
び
ん
で
は
な

く
、
色
別
の
び
ん
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
住
民
環
境
課　
☎
３
４-

８
７
０
８

空
き
缶
・
空
き
び
ん
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
し
ょ
う

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
1
月
9
日
か
ら
納
付

書
が
お
手
元
に
な
く
て
も「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

か
ら
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
納
付

で
き
る
保
険
料
は
前
月
分
以
前
の
国
民
年
金
保

険
料
と
追
納
の
申
し
込
み
が
承
認
さ
れ
た
期
間

の
保
険
料
で
す
。
前
納
な
ど
当
月
分
の
保
険
料

は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

納
付
方
法

①「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
ロ
グ
イ
ン
後
、

　
「
Ｐ
ａ
ｙ-

ｅ
ａ
ｓ
ｙ（
ペ
イ
ジ
ー
）で
納
付
」

を
選
択
し
、
納
付
す
る
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン
グ
を
利
用
し
て
い
る
方
に
限
る
）

②
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
表
示
さ
れ
る
納
付

書
情
報
（
収
納
機
関
番
号
、
納
付
番
号
、
確

認
番
号
）
を
、
金
融
機
関
な
ど
に
設
置
さ
れ

て
い
る
Ｐ
ａ
ｙ-

ｅ
ａ
ｓ
ｙ
（
ペ
イ
ジ
ー
）

対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
入
力
し
納
付
す
る

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」の
登
録
方
法
は
こ
ち
ら
◀

問
合
せ
先

　
武
生
年
金
事
務
所　
☎
２
３-

１
１
２
６

　
健
康
保
険
課　
　
　
☎
３
４-

８
７
１
０

国
民
年
金
保
険
料
は「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
納
付
で
き
ま
す

　
現
在
、
令
和
6
年
度
か
ら
令
和
15
年
度
ま
で

の
水
道
事
業
計
画
の
内
容
を
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
検
討
会
議
で
審
議
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
計
画
案
に
み
な
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
町

の
考
え
方
と
あ
わ
せ
て
公
表
し
ま
す
。（
個
別

に
直
接
回
答
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）

募
集
期
間　
2
月
23
日
㈮
ま
で
（
必
着
）

計
画
案
閲
覧
場
所

　
上
下
水
道
課
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提
出
方
法

　
住
所
、
氏
名
を
明
記
し
「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
と
書
い
て
次
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
口
頭
は
不
可
）

①
上
下
水
道
課
に
持
参

②
上
下
水
道
課
あ
て
に
郵
送

③
Ｆ
Ａ
Ｘ　
３
４-

１
２
３
６

④
Ｅ
メ
ー
ル　

suidou@
tow

n.echizen.lg.jp

問
合
せ
先　
上
下
水
道
課　
☎
３
４-

８
７
０
７

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

　
町
で
は
、
令
和
2
年
に
景
観
法
の
規
定
に
基

づ
く
景
観
計
画
を
策
定
し
、
景
観
条
例
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
計
画
の
推
進
を
図
る
と
と

も
に
、
良
好
な
景
観
形
成
の
た
め
、
重
要
な
事

項
を
審
議
す
る
「
越
前
町
景
観
審
議
会
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
3
月
31
日
を
も
っ
て
委
員
の
任
期

が
満
了
と
な
り
ま
す
の
で
、「
越
前
町
景
観
審
議

会
委
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
対
象　
町
内
在
住
の
20
歳
以
上

　
　
　
　
　
（
令
和
6
年
4
月
1
日
時
点
）

人　
　
数　
1
人
（
申
込
書
に
よ
り
選
考
）

応
募
方
法

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
次
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書

は
都
市
整
備
課
に
あ
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

①
都
市
整
備
課
に
持
参

②
都
市
整
備
課
あ
て
に
郵
送

③
Ｆ
Ａ
Ｘ　
３
４-

１
２
３
６

④
Ｅ
メ
ー
ル　

toshi@
tow

n.echizen.lg.jp

応
募
期
間　
2
月
29
日
㈭
ま
で
（
必
着
）

委
員
任
期　
委
嘱
日
か
ら
令
和
10
年
3
月
31
日

会
議
予
定　
年
2
回
程
度
で
平
日
の
日
中

問
合
せ
先　
都
市
整
備
課　
☎
３
４-

８
７
０
３

景
観
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

　
3
月
1
日
㈮
か
ら
本
籍
地
以
外
の
市
区
町
村

の
窓
口
で
も
、
戸
籍
証
明
書
・
除
籍
証
明
書
の

請
求
（
戸
籍
の
広
域
交
付
）
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
お
住
ま
い
や
勤
務
先
の
最
寄

り
の
市
区
町
村
の
窓
口
で
請
求
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
ほ
し
い
戸
籍
の
本
籍
地
が
全
国
各
地
に

あ
っ
て
も
、
1
か
所
で
ま
と
め
て
請
求
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
デ
ー
タ
化
さ
れ

て
い
な
い
一
部
の
戸
籍
・
除
籍
や
一
部
事
項
証

明
書
、
個
人
事
項
証
明
書
（
抄
本
）
は
請
求
で

き
ま
せ
ん
。

　
請
求
で
き
る
人
は
、本
人
や
配
偶
者
、父
母
、

祖
父
母
、
子
、
孫
な
ど
直
系
血
族
の
人
に
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
広
域
交
付
は
市
区
町
村
の
戸
籍

担
当
窓
口
に
顔
写
真
付
き
の
公
的
機
関
の
身
分

証
明
書
を
持
参
し
て
請
求
す
る
必
要
が
あ
り
、

郵
送
や
代
理
人
に
よ
る
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
町
で
は
本
庁
で
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先　
住
民
環
境
課

　
　
　
　
　
☎
３
４-

８
７
０
８

戸
籍
証
明
書
が
本
籍
地
以
外
の
市
区
町
村
で

請
求
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　
子
育
て
世
帯
や
妊
婦
世
帯
を
対
象
に
、
ふ
く

育
応
援
団
店
舗
で
使
用
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
地
域

通
貨「
ふ
く
育
ポ
イ
ン
ト
」を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
世
帯
に
は
11
月
末
に
簡
易
書
留
で
案
内

ハ
ガ
キ
を
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
受
け
取
ら
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
子
ど
も
未
来
課
へ
本
人
確
認

の
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
再
交
付
の

場
合
は
、
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

付
与
ポ
イ
ン
ト

　
児
童
1
人
あ
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（
申
請
期
限
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2
月
15
日
㈭
）

ポ
イ
ン
ト
の
取
得
お
よ
び
利
用
期
限

　
取
得
期
限　
2
月
29
日
㈭

　
利
用
期
限　
取
得
か
ら
6
か
月（
１
８
０
日
間
）

問
合
せ
先

子
ど
も
未
来
課　
☎
０
７
７
８-

３
４-

８
７
２
５

ふ
く
育
事
務
局　
☎
０
７
７
６-

５
０-

７
６
７
１

「
ふ
く
育
ポ
イ
ン
ト
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▲ふく育ポイント
　公式サイト

▲妊婦世帯などの
　追加申請サイト
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住民税（町・県民税）・所得税の申告の時期です武生税務署からのお知らせ
　令和6年1月1日現在、町内に住所のある以下の人は、令和5年1月1日から12月31日までの収入
状況などの申告が必要です。

受 付 日　２月１６日（金）～３月１５日（金）　平日のみ　　場　　所　武生税務署

受付時間　午前８時３０分～午後４時（「入場整理券」がなくなり次第受付を終了します。）
※申告相談は午前９時から開始します。「入場整理券」により入場時間を指定
させていただきます。 所得税の確定申告をしない人で前年中の所得が次に該当する人

※給与所得以外の所得の合計が20万円以下で所得税の確定申告が不要の人も含まれます。

・公的年金などの源泉徴収票に記載のない控除を追加する人（医療費控除、生命保険料控除など）
・公的年金などに係る雑所得以外の所得（シルバー人材センター配分金、個人年金）がある人
・給与所得以外の所得 (配当、不動産、雑所得など）の合計が20万円以下の人
・給与支払報告書が越前町に提出されていない人
・遺族年金や障害年金などの非課税年金のみを受給していた人や、雇用保険のみを受給していた人
・収入はないが、自分を税法上の扶養としている者が単身赴任などで町外に居住している人
・収入がなかった人（町内に住所がある親族の税法上の扶養となっている人を除く）　など

※国民健康保険加入者の保険税減額判定および各種福祉関係の申請手続に、住民税の申告が必要な場合があ
ります。

住民税（町・県民税）の申告が必要な人住民税（町・県民税）の申告が必要な人

　「ふるさと納税ワンストップ特例制度」を利用した場合であっても、確定申告をされる場合にはふるさと納
税の金額を寄附金控除の計算に含める必要があります。

ふるさと納税制度についてふるさと納税制度について

各会場、申告開始30分前から受付番号札を配布します。

受付日時と会場受付日時と会場

《住民税（町・県民税）申告・所得税の還付申告》
日　　　　　　　　時 会　　　場

2月1日（木）〜 3月15日（金）
（土・日曜日・祝日を除く） 午前9時〜正午・午後1時〜 4時 越前町役場

日　　　　　　　　時 会　　　場
2月16日（金）~3月15日（金）
（土・日曜日・祝日を除く）

午前9時~正午・午後1時~4時

越前町役場

2月27日（火） 宮崎コミュニティセンター
2月29日（木） 越前コミュニティセンター
3月 5日（火） 織田コミュニティセンター

《所得税の確定申告》

　申告期間中は、申告会場が大変混雑します。スムーズに申告を済ませるために、事前に必要書類
の準備をし、必ず持参してください。また、作成済みの確定申告書は、直接、武生税務署へ持参す
るか、郵送してください。

書類の事前準備のお願い書類の事前準備のお願い

【申告に必要な証明書類（各種控除の適用を受ける際に必要となるもの（一例））をご準備ください】

□マイナンバーカード※1

□給与・年金の源泉徴収票　□個人年金支払証明書
□営業・農業・不動産収入の収支内訳書※2　□収入額がわかるもの（支払通知書）
□国民年金保険料　□任意継続保険料の控除証明書
□生命保険料控除証明書　□地震保険料控除証明書
□本人、扶養親族の障害者手帳、障害者控除対象者認定書　□医療費控除の明細書
□寄付した団体（ふるさと納税など）の領収書・証明書　□勤労学生控除の学生証等

※1  マイナンバーカードがない人は、通知カードまたは個人番号の記載のある住民票の写しと、免許証
などの身分証明書が必要です。

※2  所得の計算に必要な帳簿書類（現金出納帳、売上帳、仕入帳、経費帳などの記帳が義務化されています）

■確定申告会場内の混雑緩和のため、会場への入場の際には、「入場整理券」が必要となります。
■入場整理券は会場で当日分を配付するほか、国税庁のLINE公式アカウントでのオンライン事前発行も行っ
ております。なお、「入場整理券」の数には限りがあります。
■配付状況は国税庁ホームページに掲載されますが、実際の配付状況とホームページ掲載内容には、更新タ
イミングによるズレが生じることがあります。
■ご来場の際には、「検温の実施」、「マスク着用」および「手指消毒」にご協力をお願いします。
■咳・発熱（37.5度以上の熱）などの症状のある人や、体調のすぐれない人は入場をお断りさせていただきます。
■申告相談を希望される人は、2月中の来場をお勧めします。（3月に入ると会場の大変な混雑が
　予想されます。）

武生税務署の申告会場をご利用の方へ武生税務署の申告会場をご利用の方へ

国税庁の LINE公式アカウント友達追加はこちらから▶

■「国税庁ホームページ」へアクセス
国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、画面の案内に従って金額などを入力するだけで、
所得税、消費税および贈与税の申告書や青色申告決算書・収支内訳書などを作成することができます。

■ e-Tax で送信して提出
作成した申告書など（データ）は、「マイナンバーカードおよびＩＣカードリーダライタまたはマイナンバー
カード読取対応のスマートフォン」もしくは「税務署発行のＩＤ・パスワード」をお持ちの人は、
同コーナーの画面上からそのまま e-Tax で税務署に送信（申告）することができます。

申告書は、国税庁ホームページで作成できます申告書は、国税庁ホームページで作成できます

e-Taxを利用した確定申告の方法が動画で確認できます▶

●自営業などの営業、農業所得の確定申告や青色申告をする人　●初めて住宅借入金等特別控除（住宅ローン控除）
を受ける人　●譲渡所得（土地・株式）や山林所得などが含まれる申告をする人　●亡くなった人の準確定申告
●令和４年分以前の確定申告　●消費税、贈与税、相続税の申告が必要な人

以下の人は、武生税務署で確定申告をお願いします。

　確定申告をする必要のある人が期限内に申告・納税をしなかった場合は、納めるべき税額（本税）のほかに、
加算税や延滞税を納めていただく場合がありますのでご注意ください。

申告と納税は期限内に申告と納税は期限内に

税　　　目 申告期限 納付期限 口座振替日
所得税・復興特別所得税 3月15日（金） 3月15日（金） 4月23日（火）
消費税及び地方消費税 4月 1日（月） 4月 1日（月） 4月30日（火）

問合せ先　武生税務署　☎22‒0890
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  電話でも内容を確認できます  ☎34-1444　☎34-1445　☎34-0866

令和5年度  入札結果一覧  12月16日～1月15日
入札日 工　　　事　　　等　　　名 地係 請負金額（円） 請負業者名 主管課
12月21日 令和 5年度 （県単）樫津地区農業用施設災害復旧工事（その１） 樫津 4,455,000 坂下興業㈱ 農林水産課
  1月12日 令和 5年度 越前がにミュージアム空調用膨張タンク取替工事 厨 3,333,000 ㈱四ヶ浦建設 商工観光課
12月21日 令和 5年度 （県単）林道六呂師線災害復旧工事 六呂師 3,284,600 大門建設㈱ 農林水産課
12月21日 令和 5年度 （県単）八田新保地区農地・農業用施設災害復旧工事 八田新保 3,201,000 坂下興業㈱ 農林水産課
12月21日 令和 5年度 （県単）熊谷地区農業用施設災害復旧工事 熊谷 3,135,000 ㈾丸坂建設 農林水産課

＊金額の大きい順で上位５件を掲載しています。そのほかの入札結果については、町ホームページをご覧ください。

消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

津波は津波は
繰り返し繰り返し
やってくる！！やってくる！！

問合せ先  鯖江・丹生消防組合消防署
　　　　  丹 生 分 署　☎36‒0119
　　　　  朝日分遣所　☎34‒0119
　　　　  越前分遣所　☎37‒0119
　　　　  http：//www.fd-sabaenyu.jp/

鯖江・丹生消防組合公式 SNS
越前消防団
団員募集中
消防団に入って、

越前町を守ってみませんか？

　令和6年１月１日午後4時ごろ、石川県能登地方を震源とする「令和6年能登半島地震」が発生し、午
後4時22分、越前町にも津波警報が発表されました。
　越前町は、海に面する場所です。今一度、津波について考えてみましょう。

　東日本大震災では、巨大津波によって多くの尊い人命が失われました。そ
の中には、一度避難した後に「自宅を見に行った」、「家族を探しに行った」と
思われる理由で、危険な地域に戻ってしまい亡くなってしまった人もいます。
　津波は繰り返しやってくる可能性があります。安全が確保されるまでは、
戻るべきではないことを忘れないようにしましょう。

　津波が来て家や車が流されたり、船がひっくり返るようなことが起きそうな
時に、大津波警報、津波警報や津波注意報が出ます。
　大津波警報、津波警報を見たり聞いたりした時は、すぐに「高いところ」や
津波ハザードマップに記載のある「避難場所」に逃げてください。
※津波ハザードマップについては、越前町役場ホームページをご確認ください。

大津波警報 予想される津波の最大波の高さが高いところで３ｍを超える場合。

津波警報 予想される津波の最大波の高さが高いところで１ｍを超え、３ｍ以下
の場合。

津波注意報 予想される津波の最大波の高さが高いところで0.2ｍ以上、１ｍ以下
の場合であって、津波による災害のおそれがある場合。

図書館だより

町立図書館  ☎34–0395　　越 前 分 館  ☎37–7713
宮 崎 分 館  ☎32–7713　　織 田 分 館  ☎36–2288
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８
７
０
０

よくある質問についてお答えします。ご不明な点はカウンターにてご確認ください。

子どもが本を破ってしまいました。セロハンテープで貼ってから返却した方がよいですか。

子ども（未就学児）を連れていっても大丈夫ですか。

【べんりメモ♥】料理の本をキッチンで使う時は、ビニール袋に入れると汚さず読むことが出来ます。

返却時に補修の必要な箇所をお知らせください。専用の材料で補修します。落書きやペットが
かじった場合も、同じです。破損の程度によりますが、同じ本を弁償していただく場合もあります。

各館に子どもの読み聞かせができるスペースがあります。赤ちゃん用絵本、紙芝居※もあります。（※越
前分館は予約取り寄せしてからの利用）飲み物は、水筒やペットボトルなど蓋の閉まる容器（倒れてもこ
ぼれないもの）の持ち込みができます。

　「蔵書点検」を行うため、下記のとおり休館します。利用者のみなさんにはご不便をかけますが、ご理解と
ご協力をお願いします。

よくある質問（子ども編）

蔵書点検に伴う臨時休館のお知らせ

※休館中の図書等資料の返却は、図書返却ポストをご利用いただくか、開館している町立図書館または分館の窓口をご利用ください。

越前分館：2月14日（水）～ 16日（金）　　　町立図書館：2月27日（火）～ 3月1日（金）
宮崎分館：3月 5日（火）～ ８日（金）

津波から逃げるためには津波から逃げるためには

津波警報や、津波注意報について津波警報や、津波注意報について

令和5年　越前町内 火災・救急・救助出動件数
（件）

令和 5年 令和 4年 増　　減
火　　災 8 10 − 2
救　　急 890 829 ＋ 61
救　　助 21 16 ＋ 5

共
家
事
の
コ
ツ
（
一
例
）

◦
家
事
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す
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」
工
夫
で
、
手

間
を
省
く
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▲共家事
　ハンドブック
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雨の日は図書館で本の世界	 林　栄美子
干ばつや豪雨乗り越え年終える	 嵐　喜美枝川 柳糧を生む田畑潤す情雨待つ	 笹下　利行

どしゃ降りの濁流悪夢蘇る	 渡辺　照子川 柳

生涯学習
センター
だより

こちらからも
お申込みできます	▼

　基本的な操作方法は分かるけど、よりステップアップしてス
マートフォンやタブレットを使いたい方におすすめの講座です。
　便利な機能や生活に役立つアプリの使い方など、先生
が丁寧に教えてくださいます。
日　時 	 ２月20日（火）・21日（水）・22日（木）
	 午後１時30分～３時30分
会　場 	 越前町生涯学習センター		２階		パソコン室
内　容 	 ・I Ｄやパスワードなどを簡単に整理する方法
	 ・家電などの取扱説明書を見る方法
	 ・便利なアプリやスマホ決済の利用　など
講　師 	 松下		恵子	氏		（パソコンインストラクター）
定　員 	 10人（3日とも受講できる人）
受講料 	 無料
持ち物 	 スマートフォンまたはタブレット
締　切 	 ２月16日（金）

暮らしに役立つスマホ＆タブレット講座

　筆ペンで美しい文字を書いてみませんか？
　日常に役立つ氏名や金封の表書きを中心に、美文
字のコツを教えてもらいます。
日　時 	 ２月20日（火）・27日（火）
	 午後７時30分～９時
会　場 	 越前町生涯学習センター		２階		視聴覚室
講　師 	 内藤		冬倖	氏		（硯美倶楽部	講師）
定　員 	 10人
受講料 	 無料
持ち物 	 筆ペン
締　切 	 ２月13日（火）

筆ペン美文字講座

　NISA？ iDeco ？資産形成に興味があるけど何か
ら始めて良いか分からない方、今年はお金の勉強を
始めてみませんか？
　今年１月に始まった新NISAなど、資産形成の基
本について専門家から教えてもらいます。
日　時 	 3 月 1日（金）　午後７時～８時30分
会　場 	 越前町生涯学習センター		２階		会議室
講　師 	 北陸財務局　福井財務事務所
	 理財課長　浦川　勝則	氏
定　員 	 20人
受講料 	 無料
締　切 	 ２月26日（月）

これから始める資産形成講座

　
越
前
町
文
化
協
議
会
主
催
の
「
ぬ
く
も
り
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
開
き
ま
す
。
町
内
で
活
動
し
て

い
る
音
楽
団
体
に
よ
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。
日
頃
の
練
習
成
果
を
ぜ
ひ
お
聴

き
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
2
月
25
日
㈰

　
　
　
　
　
午
後
0
時
30
分　
開
場

　
　
　
　
　
午
後
1
時　
　
　
開
演

会　
　
場　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

入
場
料　
無　
料

出
演
団
体

●
大
正
琴　
琴
城
流
大
正
琴（
琴
零
会
）

　
　
　
　
　
グ
ル
ー
プ
・
な
で
し
こ
＆
笑
琴
会

●
合　
奏　
フ
ォ
ー
ク
ｄ
ｅ
パ
ス
タ

　
　
　
　
　
ト
ロ
ピ
カ
ー
ナ
越
前

　
　
　
　
　
フ
ジ
オ
カ
リ
ナ
教
室

　
　
　
　
　
Ｏ
Ｔ
Ａ
ウ
ク
レ
レ
ク
ラ
ス
タ

●
合　
唱　
ハ
ー
モ
ニ
ー
咲
楽
～
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
～

　
　
　
　
　
越
前
町
民
混
声
合
唱
団

●
邦　
楽　
楓
の
会

　
　
　
　
　
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
音
’Ｓ　
Ｏ
Ｔ
Ａ

問
合
せ
先　
生
涯
学
習
課　
☎
３
４-

２
０
０
０

第
17
回　
ぬ
く
も
り
コ
ン
サ
ー
ト

　
越
前
海
岸
の
水
仙
畑
の
文
化
的
景
観
保
存
活

用
連
携
協
議
会
で
は
、
福
井
県
の
冬
の
代
表
的

な
景
観
で
あ
る
「
越
前
海
岸
の
水
仙
畑
」
に
関

わ
る
人
々
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

水
仙
畑
や
景
観
に
関
す
る
講
座
を
開
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
田
畑
や
家
屋
の
擁
壁
と
し
て
使
用

さ
れ
て
き
た
伝
統
的
な
石
積
み
の
技
法
に
詳
し

く
、
全
国
各
地
で
石
積
み
修
復
の
指
導
を
さ
れ

て
い
る
（
一
社
）
石
積
み
学
校
の
金
子
玲
大
氏

を
講
師
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。
そ
の
後
、
講
師

と
一
緒
に
現
地
の
石
積
み
を
見
学
し
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
3
月
1
日
㈮

ま
で
に
織
田
文
化
歴
史
館
へ
電
話
ま
た
は
直
接

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

講　
　
師　
（
一
般
）社
団
法
人
石
積
み
学
校 

理
事

　
　
　
　
　
金
子　
玲
大 
氏

日　
　
時　
3
月
10
日
㈰　
午
後
1
時
30
分
～

場　
　
所　
棚
田
水
仙
館（
梨
子
ヶ
平
28-

2-

2
）

※
当
日
の
駐
車
場
は
、申
し
込
み
時
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

定　
　
員　
15
名

参
加
費　
無　
料

※
事
務
局
負
担
で
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

注
意
事
項　
石
積
み
散
策
の
際
は
、
斜
面
地
や

急
勾
配
の
細
い
道
な
ど
、
歩
き
に
く
い
場
所
を

通
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
歩
き
や
す
い
服
装
や

靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
織
田
文
化
歴
史
館　

　
　
　
　
　
☎
３
６-

２
２
８
８

文
化
的
景
観
の
守
り
人
事
業
「
石
積
み
の
お
話
と
散
策
」

 

解
禁
直
後
の
「
水
ガ
ニ
」
を
中
心
に
、
越
前

が
に
や
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
、
干
物
な
ど
の
海
産

物
を
お
得
に
販
売
す
る
ほ
か
、
海
鮮
揚
げ
や
海

鮮
汁
、
タ
コ
飯
な
ど
の
地
元
グ
ル
メ
も
販
売
し

ま
す
。
ま
た
、
会
場
内
の
炭
火
焼
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
そ
の
場
で
購
入
し
た
干
物
な
ど
を
焼
い
て

食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日　
　
時　
2
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
2
時

場　
　
所　
道
の
駅
越
前
に
ぎ
わ
い
広
場

内　
　
容　
・
特
産
品
販
売

　
　
　
　
　
・
グ
ル
メ
販
売

　
　
　
　
　
・
炭
火
焼
コ
ー
ナ
ー　
　
な
ど

問
合
せ
先　
越
前
朝
市
の
会　

　
　
　
　
　
☎
３
７-

１
２
３
４

道
の
駅
越
前
で「
越
前
朝
市
」が
２
月
も
開
催
さ
れ
ま
す
！

▲越前朝市告知チラシ

　
海
あ
り
里
山
あ
り
の
越
前
町
な
ら
で
は
の
魅

力
を
満
喫
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー「
越
前
町
小（
こ
）

ト
リ
ッ
プ
」
を
開
き
ま
す
。
地
域
の
魅
力
づ
く

り
を
行
っ
て
い
る
「
チ
ー
ム
越
前
夢
お
こ
し
」

と
協
力
し
、「
食
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
生
産

者
さ
ん
と
交
流
し
な
が
ら
、
よ
り
深
く
知
る
こ

と
で
よ
り
魅
力
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日　
時　
2
月
24
日
㈯
午
前
11
時
～
午
後
8
時

料　
金　
一
人
あ
た
り
１
８
，０
０
０
円（
税
込
）

内　
容　
か
ね
と
も
水
産
（
水
ガ
ニ
）、
朝
日

味
噌
、
原
木
し
い
た
け
、
お
た
と
う
ふ
に
つ
い

て
学
び
、
喜
楽
家
で
会
席
料
理
を
食
べ
ま
す
。

問
合
せ
先　
越
前
町
観
光
連
盟　
☎
３
７-

１
２
３
４

バ
ス
ツ
ア
ー
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

越
膳 

～
越
前
町
の

美
味
し
い
小
ト
リ
ッ
プ
～
」
参
加
者
募
集
！

申 込 先   越前町生涯学習センター　☎34‒2000

　
県
立
こ
ど
も
歴
史
文
化
館
で
は
、
子
ど
も
だ

け
で
な
く
大
人
も
楽
し
め
る
展
示
や
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

こ
れ
き
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
２
０
２
４

　
ペ
リ
ー
の
黒
船
来
航
や
日
本
の
開
国
か
ら
文

明
開
化
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
開
か
れ
た
万
国
博

覧
会
な
ど
、
１
０
０
年
か
ら
１
５
０
年
前
の

ニ
ュ
ー
ス
を
描
い
た
貴
重
な
印
刷
物
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
展
示
し
ま
す
。
ペ
リ
ー
の
顔
や
黒
船

を
描
い
た
「
か
わ
ら
版
」
や
日
本
初
の
風
刺
ま

ん
が
誌
「
ジ
ャ
パ
ン
パ
ン
チ
」、
光
を
通
す
と

絵
が
変
わ
る
１
０
０
年
前
の「
透
か
し
絵
葉
書
」

な
ど
、
珍
し
い
展
示
が
あ
り
ま
す
。

会　
期　
3
月
3
日
㈰
ま
で

こ
れ
き
蓄
音
機
コ
ン
サ
ー
ト

　
約
１
０
０
年
前
の
蓄
音
機

で
レ
コ
ー
ド
音
楽
を
楽
し
も

う
。
蓄
音
機
の
歴
史
や
仕
組

み
な
ど
を
解
説
し
ま
す
。

日　
時　
2
月
18
日
㈰

　
　
　
　
午
後
2
時
～

せ
っ
ち
ゃ
ん
の
楽
し
い
紙
し
ば
い
会

　

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め

る
紙
し
ば
い
で
す
。
ど
ん
な

お
話
が
聞
け
る
か
は
、
始
ま
っ

て
か
ら
の
お
楽
し
み
。

日　
時　
2
月
18
日
㈰

　
　
　
　
午
後
3
時
～

絵
草
紙
屋
の
立
体
ク
ラ
フ
ト

　

１
５
０
年
前
の
写
真
を
も
と
に
、
浮
世
絵

屋
さ
ん
を
つ
く
ろ
う
。

日　
時　
2
月
23
日
㈮
・
㈷　
午
後
2
時
～

※
2
月
9
日
㈮
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

先
人
六
角
返
し

　
福
井
の
先
人
・
お
初
な
ど
の

浅
井
さ
ん
姉
妹
の
絵
柄
パ
ズ

ル
を
作
り
ま
す
。

日　
時　
2
月
24
日
㈯

　
　
　
　
午
後
2
時
～

※
2
月
10
日
㈯
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

越
前
焼
の
マ
イ
小
皿
づ
く
り

　
越
前
焼
の
達
人
と
す
て
き
な

小
皿
作
り
に
挑
戦
。
約
一
か
月

後
に
で
き
あ
が
り
ま
す
。

日　
時　
2
月
25
日
㈰　
午
後
2
時
～

※
2
月
11
日
㈰
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
こ
ど
も
歴
史
文
化
館

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６-

２
１-

１
５
０
０

県
立
こ
ど
も
歴
史
文
化
館　
イ
ベ
ン
ト
情
報

広報 えちぜん 14広報 えちぜん15 令和 ６ 年 ２ 月号令和 ６ 年 ２ 月号

えちぜんみんな集まれ



ストレスフリー地で行くうちの猫二匹	 松村　典子
夕餉時視線捉えたカニ姿	 武藤　久子川 柳

陶芸村だより 2024年

2月

越前焼の館 ☎32‒2199
開館時間／平　日10：00 ～ 16：00
　　　　　土日祝 9：00 ～ 17：00
休 館 日／年末年始のみ

越前陶芸村文化交流会館
☎32‒3200
開館時間／9：00～17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

福井県陶芸館・越前古窯博物館
☎32‒2174
開館時間／9：00 ～ 17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

福井県陶芸館・古窯博物館　イベント情報 問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

越前陶芸村文化交流会館　イベント情報 問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

越前焼の館　イベント情報 問合せ先　越前焼の館　☎32‒2199

特別講師 御菓子司 野木
期　間 2月11日（日）
時　間 10：00～、13：00～、15：00～
所要時間 1 時間30分
場　所 福井県陶芸館 茶苑

料　金 2,000円
 （2個制作・お抹茶付き）
キャンセル料 3日前から100％
定　員 各回25人（事前予約優先）
持ち物 三角巾・エプロン

期　間 2月25日（日）
時　間 11：00～、13：30～
所要時間 1 時間
場　所 越前古窯博物館
 天心堂

料　金 1,800円
キャンセル料 3日前から100％
定　員 各回10人
 （事前予約優先）

ひな祭りにちなみ、お雛様をイメージした可愛らしい創作和
菓子を2点作ります。制作後はお抹茶と一緒にゆっくりとお召
し上がり下さい。

お雛様の生菓子作り 雛祭り茶会

問合せ先    障がい生活課　☎34‒8723

日常生活で使える簡単な手話を覚えて、
手話で会話してみましょう！第28回

指文字で会話して見ましょう
今回は「月曜日～火曜日」までを手話で表してみたいと思います。（相手から見た手の形）

表し方① 表し方①表し方② 表し方②

つまんだ右手２指を開き、
下ろす（漢字「月」の字形）

唇を右手人差指の指先
で右へ引き、

右手２指を立て、揺ら
しながら少し上げる

右手２指で「三日月」
の形を描く

立てた5指の親指と
小指を近づけて丸め
た右手を回し上げる

武澤信雄
銘々皿大会

県内で初めて名誉伝統工芸士に認定された淡竹窯 武澤信
雄氏による作品を展示販売中。今回は ｢銘々皿｣ をテーマ
にこだわりの逸品が揃います。武澤氏が表現する越前焼の
世界をご覧下さい。

期　間 1月19日（金）～3月10日（日）

雛人形を眺めながら
ゆっくりとした時間を
過ごしませんか？
生菓子や干菓子など小
さな5種のお菓子とお
抹茶をご用意。この季
節限定の特別なお茶会
をカジュアルにお楽し
み頂けます。

出会いと別れが交錯する春。
お酒を愛する大切なあの人へ
越前焼を贈ってみませんか。
当館オリジナルの「陶芸作家」
をモチーフにしたラッピング
ペーパーは、贈られる側も贈
る側もお喜びいただけます。
紙袋＆ラッピング代 50円～

日　時 開催中～3月24日（日）
場　所 越前陶芸村文化交流会館
 ロビー
時　間 9：00～17：00
　　　　（最終入館は16：30）
料　金 入館無料

響きあう酒器展

越前町内年長園児が越前焼の茶碗に、思い思いの絵付けを施した
「こどもまいちゃわん」の展示。家族の顔や、お友達、好きなキャ
ラクターなど、卒園前の保育所で楽しい思い出作りができまし
た。ひとり一人の思いの詰まった「おちゃわん」をご覧ください。
日　時 2 月3日（土）～
 2 月18日（日）
場　所 越前陶芸村文化交流会館
 ロビー

時　間 9：00～17：00
 （最終入館は16：30）
料　金 入館無料

こどもまいちゃわん2024

問合せ先   地域包括支援センター　☎34‒8729

　認知症サポーター出前講座受講済の人を対象に、認知症当事者
の世界を知り、具体的な声かけや対応など、より実践的な内容の
講座を開催します。
　認知症になっても安心して暮らせる地域について一緒に考えて
いきましょう！

日　　時	 ２月24日（土）　午後1時30分～３時30分
会　　場	 織田コミュニティセンター
対　　象	 認知症サポーター出前講座を受講したことがあり（オレンジリングをもらって

いる人）、福祉活動や地域活動に関心のある人
講　　師	 福井県立すこやかシルバー病院		看護師		高嶋		康子	氏
内　　容	 ・認知症への理解を深めましょう
	 ・認知症サポーターとしてできることを考えよう
締め切り	 2月20日（火）
申 込 先	 地域包括支援センター　☎34-8729

認知症サポーター 認知症サポーター ステップアップ講座ステップアップ講座
みんなで創ろう！ 自分の居場所！！みんなで創ろう！ 自分の居場所！！

月曜日 火曜日

広報 えちぜん17 令和 ６ 年 ２ 月号 広報 えちぜん 16令和 ６ 年 ２ 月号

健康な暮らしのために



能登地震雨と津波と命がけ	 山内　千代
急がずにちょっと一服雨宿り	 山谷　ゆり川 柳応援の視線を受けて闘志わく	 司辻　文子

ストレスを治す薬は人の情	 向当みつ子川 柳

LET'S
レ ッ ツ

つるかめ
「つるかめ教室」とは「つるかめ教室」とは
　各集落センター単位で※介護予防サポーターを
中心に実施している体操教室です。地域によって
体操の他にレクリエーションなどを行い、楽しみ
ながら体を動かしている教室です。

※介護予防サポーターとは、体操教室のボランティアです。

　「つるかめ体操」をやってみたい、自分の地区や
団体でも、 「つるかめ教室」をやってみたいと思わ
れる場合、左記までお問い合わせください。一緒
につるかめ教室で健康な身体を作りましょう！　

問合せ先
地域包括支援センター丹生
☎34–8000

地域包括支援センター
☎34–8729

寺家区のつるかめ教室をご紹介します！寺家区のつるかめ教室をご紹介します！
　織田の寺家区のつるかめ教室は毎週月曜日午後に活
動しています。つるかめ体操のほか、レクリエーショ
ン活動や健康講座などを取りいれています。
　先日の「筋力測定教室」を行った時の様子をご紹介します。
　体組成計で筋肉量や体脂肪などの量を測定したり、血
圧の仕組みや認知症、フレイル予防について学びました。

〈 介護予防サポーターさんから一言 〉
みんな体に良いと感じているので、10年以上続いていま
す。区長も活動を応援してくれ、嬉しく思っています。
若い人にも引き継いで、地区のみんなで健康で続けられ
るといいなと思います。みなさんもぜひ一緒にやりま
しょう。男性も大歓迎です。

こちら健康増進係 み な さ ん の 健 康 づ く り を 応 援 し ま す ！
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

第96回

　「えちぜん健康チャレンジ」ポイントカードをお持ちで、毎日ポイント（生活習慣改
善チャレンジの実践）が合計80ポイント以上、イベントポイント（対象イベントの参
加）が合計20ポイント以上を超えている人は記念品と交換の申請をお願いします。

令和5年度の新型コロナワクチン接種は、令和6年3月31日で終了します。
お手持ちの接種券は、4月1日以降使えなくなりますのでご注意ください。

「えちぜん健康チャレンジ」ポイントカード交換期限は2月29日までです !

令和5年度 新型コロナワクチン接種の実施期間は令和6年3月31日までです !

こころとからだのカレンダー
♠休日当番医（午前9時～午後5時）
2 月 4 日㈰

織田病院 ☎36-10002 月11日㈰

2 月12日㈪

2 月18日㈰ 伊部病院 ☎34-0220

2 月23日㈮ 織田病院 ☎36-1000

2 月25日㈰ 藤田医院 ☎34-0044

※発熱の場合は、事前に医療機関へ電話連絡のうえ、受診してください。

♠心をいやす相談会（予約制） 
2 月19日㈪ 午前 9 時30分～正午 越前町役場

※電話相談になる場合があります。

♥5歳児健診
2 月14日㈬ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥3歳児健診
2 月21日㈬ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥育児教室（予約制）
2 月16日㈮ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

問合せ先 ♠健康保険課 ☎34‒8710
 ♥子育て世代包括支援センター ☎34‒8821
 ♦越前町社会福祉協議会 ☎34‒2388

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日 子育てサロンの後　午後 2 時まで

社会福祉センター
第1～4土曜・祝日 午前 9 時30分～午後 2 時

♦子育てサロン
毎週水、金曜日 午前 9 時30分～ 11時30分 社会福祉センター

問合せ先　子育て世代包括支援センター　☎34–8821

なぜ、1歳までに多くの予防接種を受けるのでしょう？

乳幼児期の乳幼児期の
予防接種について予防接種について

子育て世代子育て世代
包括支援センターだより包括支援センターだより

　生後6か月頃までは、お母さんのお腹の中で抗体をもらっていること、生まれてすぐ
に飲む初乳には、お母さんの抗体がたっぷり含まれていることから病気にかかりにく
くなっています。しかし、生後12か月までに病気に対する抵抗力（免疫）は、自然に
失われ、この時期を過ぎると、赤ちゃん自身で免疫をつくって病気を予防する必要が
あります。その助けとなるのが予防接種です。

　子どもは発育と共に外出の機会が多くなり、感染症にかかる可能性も高くなります。病気によって
は、重症化して後遺症が残ったり、時には死亡する場合もあります。予防接種に対する正しい理解の

もとで予防接種を受けましょう。また、赤ちゃん訪問時にお渡しする「予防接種のご
案内」やえちぜんっこアプリ「母子モ」などで受け忘れなどがないかを確認しましょう。

記 念 品	 健診費用助成券……1,500円分
	 越前町商品券………1,000円分
	 ★記念品は、年度末（３月）に郵送します。
	 記念品の受取後の変更はできません。
申請場所	 越前町役場健康保険課（下記の提出書類の郵送でも可）
	 宮崎・越前・織田コミュニティセンター
提出書類	 ポイントカード兼申請書

予防接種
とは？

予防接種を受けましょう

　麻しん（はしか）や百日せきのような感染症の原因となるウイルスや細菌、菌が作り
出す毒素の力を弱めてワクチンを作り、これを接種して、その病気に対する抵抗力（免
疫）をつくることを予防接種といいます。すべての感染症に対してワクチンがあるわけ
ではなく、ウイルスなどの性質によって作れないものもあります。（風邪や突発性発疹、
手足口病、とびひなど）

広報 えちぜん 18広報 えちぜん19 令和 ６ 年 ２ 月号令和 ６ 年 ２ 月号

えちぜん健康な暮らしのために



広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中 罹災地の家族に辛い涙雨	 原　榮　子川 柳

　
丹
生
高
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
高
校
三
冠
を

達
成
し
た
時
の
写
真
で
す
。
優
勝
報
告
会
に
出

席
し
た
メ
ン
バ
ー
は
「
高
校
卒
業
後
は
進
学
な

ど
で
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
み
ま
す
が
、
ま
た
越

前
町
に
戻
っ
て
き
て
恩
返
し
し
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
高
校
三
冠
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

表
紙
の
写
真

（
敬
称
略
、
1
月
15
日
現
在
）

（
1
月
15
日
現
在
）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

西
田
中	

小
川
　
玉
枝
さ
ん
（
88
歳
）

朝
　
日	

田
中
　
秀
代
さ
ん
（
77
歳
）

田
　
中	

笠
原
　
順
子
さ
ん
（
73
歳
）

宝
泉
寺	

森
下
　
敏
夫
さ
ん
（
75
歳
）

小
　
倉	

寺
坂
美
智
子
さ
ん
（
76
歳
）

小
曽
原	

籔
内
　
正
男
さ
ん
（
88
歳
）

蟬
　
口	

田
中
　
絹
重
さ
ん
（
88
歳
）

新
　
保	

米
澤
喜
美
子
さ
ん
（
74
歳
）

小
　
樟	

増
田
八
重
子
さ
ん
（
85
歳
）

道
　
口	

坂
口
世
志
子
さ
ん
（
88
歳
）

道
　
口	

坂
下
サ
エ
子
さ
ん
（
91
歳
）

　
厨
　	

仲
保
　
數
子
さ
ん
（
89
歳
）

　
厨	

管
原
イ
チ
子
さ
ん
（
100
歳
）

高
　
佐	

濵
﨑
　
信
秀
さ
ん
（
61
歳
）

高
　
佐	

柴
矢
　
小
梅
さ
ん
（
102
歳
）

高
　
橋	

山
塙
ひ
さ
子
さ
ん
（
91
歳
）

笈
　
松	

菅
𠩤
せ
つ
子
さ
ん
（
99
歳
）

上
　
戸	

髙
橋
　
光
寛
さ
ん
（
76
歳
）

　
1
月
1
日
、
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
が
発

生
し
、
甚
大
な
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
も
災
害
支
援
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
早
期
復

旧
の
た
め
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
が
、
珠
洲

市
で
従
事
し
た
職
員
は
「
想
像
を
は
る
か
に
超

え
た
被
害
だ
っ
た
。被
災
さ
れ
た
方
を
想
う
と
、

い
た
た
ま
れ
な
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。」
と
話

し
ま
し
た
。
今
回
は
津
波
被
害
も
発
生
し
ま
し

た
。
本
町
も
例
外
で
は
な
く
、
逃
げ
遅
れ
な
い

た
め
に
、
改
め
て
備
え
の
重
要
性
と
防
災
意
識

を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
痛
感
し

ま
し
た
。

　
一
方
、
情
報
収
集
に
は
注
意
が
必
要
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
は
、
い
ち
早
く
情

報
を
得
ら
れ
る
半
面
、
誤
り
や
不
確
か
な
情
報

が
事
実
と
し
て
投
稿
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

何
が
正
し
い
情
報
か
、
根
拠
は
あ
る
か
な
ど
、

慎
重
に
判
断
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
に

お
見
舞
い
申
し
上
げ
、
一
日
で
も
早
い
復
興
を

願
っ
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

こしの都TV９チャン（デジタル091ch）

2月の越前町関連の番組放送予定

こしの都ネットワークガイド

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。
問合せ先　こしの都ネットワーク㈱
　　　　　企画制作チーム　☎51–0101

※町公式動画チャンネルで「いきいき情報局」
を配信中！テレビ放送が終了したバック
ナンバーは、こちらからご覧いただけます。

知ってる人が
出演してるかも? こしの都ネットワーク

キャラクター
けーぶるん

■	地域の“明日”を考える	丹南見聞録
北陸新幹線県内開業！直前スペシャル。大交流時代
が好機！丹南の広域連携。各市町の首長が出演し、

「交流人口を増やすために」や「催事の連携、さらに
発信していくために」どうしたら良いか。ふるさと
の創生という大きな目標について考えます。
(2月10日～ )

■	あくてぃぶ！きらめく仲間たち
公民館講座などを楽しむみなさんを紹介します。

「ヨサコイ宮崎クラブ」　(2月10日～ )

■	越前町いきいき情報局
生活のオトク情報を放送中！
①7:55～ ②12:55～ ③19:55～ ④23:55～

「住民税申告と所得税の確定申告」
(2月3日～)

「国際交流室からひとこと～越前町の国際交流～」
(2月17日～)

■	（TVアニメ）多田くんは恋をしない
笑って泣けるドタバタ青春ラブコメディ！
(2月3日～)

西
田
中 

笠か
さ
は
ら原

綜そ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
（
郁
織
、
男
）

佐
々
生 

山や
ま
な
か中　

千ち
ひ
ろ宙

（
正
吾
、
男
）

気
比
庄 

竹た
け
う
ち内　

　

華は
な

（
宏
至
、
女
）

栃　

川 

善ぜ
ん
だ田　

月つ
き
さ咲

（
祐
介
、
女
）

栃　

川 

谷た
に
ぐ
ち口　

瑛え

ま磨
（
一
志
、
男
）

　

東 

鈴す
ず
き木　

匠し
ょ
う
ま真

（
史
則
、
男
）

四
ツ
杉 

奥お
く
だ田　

渚ひ
な
み未

（
武
、
女
）

人口と世帯
（1月1日現在）
※住民基本台帳より

人　口 20,105 人

　男 9,821 人
　女 10,284 人
世帯数 7,309 戸

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

（前月から12人の減）

なかよしひろば（園開放）
施設名 実施日 電話番号

朝日西保育所	 ★ 2月16日（金） 34-5602

朝日南保育所	 ★ 2月15日（木） 34-1614

あ さ ひ 保 育 所 2月22日（木） 34-0081
認 定 こ ど も 園
あさがお保育園 2月8日（木） 34-1110

宮崎中央保育所	★ 2月7日（水） 32-2067

小曽原保育所	 ★ 2月8日（木） 32-2039

陶の谷保育所	 ★ 平日午前中随時開放 32-3014
認定こども園	 ★西徳寺保育園	 　 2月8日（木）・15日（木） 37-1354

四ヶ浦こども園	★ 平日午前中随時開放 37-0305

織 田 保 育 所	 ★ 平日午前中随時開放 36-0160

はぎのこども園 平日午前中随時開放 36-0396
認定こども園
たいら保育園★ 平日午前中随時開放 36-0251

※★の施設を利用される場合は、お電話にて事前にご連絡ください。

Ｅ
子 

　
今
回
は
梨
子
ヶ
平
ま
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。こ

こ
は
棚
田
を
水
仙
畑
に
転
用
し
た「
千
枚
田
水
仙

園
」
を
は
じ
め
、
海
岸
沿
い
の
園
地
や
台
地
な
ど

眺
望
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

学
Ｋ 

　

千
枚
田
は
小
さ
な
棚
田
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ

て
で
き
て
い
る
の
で
す
が
、江
戸
時
代
頃
か
ら
開

墾
が
行
わ
れ
、今
見
て
い
る
よ
う
な
形
に
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。昭
和
50
年
代
く
ら
い
ま
で

は
稲
作
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
水
仙
畑
に
転
用
さ

れ
た
珍
し
い
例
で「
日
本
の
棚
田
百
選
」
に
も
選

ば
れ
ま
し
た
。

Ｅ
子 

　
は
じ
ま
り
は
江
戸
時
代
で
す
か
！

学
Ｋ 

　

水
仙
や
他
の
植
物
で
見
え
に
く
い
で
す
し
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
補
修
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
が
、よ
く
見
る
と
土
羽
と
石
積
み
が
組
み

合
わ
さ
れ
て
棚
田
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

Ｅ
子 

　
き
れ
い
な
だ
け
で
は
な
く
、歴
史
の
あ
る
畑
な

の
で
す
ね
。
そ
れ
に
し
て
も
田
圃
を
作
る
の
も

そ
う
で
す
が
、こ
こ
ま
で
石
を
運
ん
で
擁
壁
を
つ

く
る
の
も
大
変
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
現
代
み

た
い
に
ト
ラ
ッ
ク
や
重
機
な
ん
て
な
い
時
代
で

す
も
の
。

学
Ｋ 

　
そ
う
で
す
。棚
田
跡
の
水
仙
畑
は
も
う
一
ヶ
所

血
ヶ
平
集
落
の
近
く
に
も
あ
り
ま
す
が
、ど
ち
ら

も
大
変
な
労
力
だ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

 

　

石
積
み
は
棚
田
の
他
に
も
家
や
水
仙
畑
の
基

礎
と
し
て
も
作
ら
れ
て
い
ま
す
。眺
望
ス
ポ
ッ
ト

の
台
地
の
斜
面
地
も
、よ
く
見
る
と
擁
壁
と
し
て

石
積
み
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
よ
。

Ｅ
子 

　

あ
ん
な
急
な
斜
面
地
に
ど
う
や
っ
て
作
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
専
門
の
職
人
に
こ
こ
ま

で
き
て
も
ら
う
の
も
大
変
な
の
に
。

学
Ｋ 

　

昔
は
地
域
に
そ
れ
ぞ
れ
石
工
さ
ん
が
い
た
そ

う
で
す
よ
。

 

　

こ
の
梨
子
ヶ
平
に
も
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
し
、
地
元
で
は
石
切
り
場
の
跡
、
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
場
所
も
あ
り
ま
す
。と
こ
ろ
が
今
年
度
、

地
区
の
神
社
で
、「
上
岬
の
文
化
的
景
観
」の
重
要

な
構
成
要
素
で
あ
る
八
幡
神
社
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、実
際
に
最
近
ま
で
石
工
さ
ん
が
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

 

　
地
元
の
方
に
話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、こ
の
石
工

さ
ん
は
や
は
り
集
落
の
方
で
、集
落
だ
け
で
な
く

色
々
な
と
こ
ろ
で
石
の
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。も
ち
ろ
ん
石
積
み
を
作
っ
た
り
直
し
た

り
も
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

Ｅ
子 

　
へ
え
ー
そ
ん
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
か
。

今
ま
で
何
気
な
く
見
て
い
た
も
の
の
歴
史
が
わ

か
る
の
っ
て
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
121

―
『
上
岬
の
文
化
的
景
観
』
編  

⑤  

―

学芸員 K

E 子

▲八幡神社の基礎石に残る碑文
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は
た
ち
の
み
な
さ
ん
が

生
ま
れ
た
２
０
０
３
年
度

出
来
事

◦
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花　
　

　
（
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
）
大
ヒ
ッ
ト

◦
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
が
大
流
行

◦
日
本
郵
政
公
社
発
足

◦
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」

打
ち
上
げ
成
功

◦
水
泳
の
北
島
康
介
選
手
、
世

界
新
記
録
で
２
冠

◦
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
が
本
格
始
動

◦
阪
神
、18
年
ぶ
り
リ
ー
グ
優
勝

◦
松
井
秀
喜
選
手
、
米
大
リ
ー

グ
で
活
躍

◦
自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
遣
決
定

◦
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
開
始

◦
米
国
発
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

が
運
用
開
始

門
出
を
祝
う
よ
う
に
晴
れ
た

１
月
７
日
、
艶
や
か
な
振

袖
や
羽
織
袴
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ
な

ど
に
身
を
包
ん
だ
若
者
た
ち
２
０
５

人
（
対
象
者
は
２
４
２
人
）
が
越

前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館
で
行
わ

れ
た
「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」
に
参
加

し
ま
し
た
。

　
青
春
を
と
も
に
し
た
友
人
と
の
再

会
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
思
い
出
話
が

尽
き
な
い
様
子
で
、
式
典
終
了
後

も
思
い
思
い
に
記
念
撮
影
な
ど
を
し

て
、
大
変
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
こ
し
の
都
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
あ
り
、

将
来
の
目
標
や
叶
え
た
い
夢
、
こ
れ

ま
で
支
え
て
く
れ
た
人
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
笑
顔
で
答
え
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
決
意
を
胸
に
、
目
標

に
向
か
っ
て
歩
み
始
め
た
は
た
ち
の

み
な
さ
ん
に
は
、
希
望
に
あ
ふ
れ
る

未
来
が
待
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

２
０
０
０

はたち の 笑顔

はたちの笑顔

～ 令和 6 年越前町はたちのつどい ～

特  集
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過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

町ホームページ
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（スマートフォン用）

町公式動画チャンネル
QRコード
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バーサルデザインフォ
ントを採用しています。

輝け！

地域おこし協力隊 吉田隊員の

地域    オリーブ!

　１月14日、「オリーブパウダーを使ったオリーブまん

＆オリーブ蒸しパンつくり」のイベントがありました。

ワークショップとして開催され、日常ではなかなか味わ

えない自分でつくったパンを食べることを参加者は楽

しんでおり、満足度の高いイベントになりました。

　参加者からは「オリーブを感じながら中身の具材も

越前町でとれる食材を使っており非常に贅沢なオリー

ブまんを食べることができて楽しかった」や「実際にオ

リーブパウダーを欲しい」という声もあり少しずつ地域

に浸透することができていると感じました。

　今月もオリーブせっけんのイベントがあります。頑

張っていきたいと思います！！

act.4

TEAM 越前夢おこしのイベント

● あさひ保育所 ●No.17

よもぎ団子作り
いちご狩り

梅仕事

バイキング
給食

そーっと

朝のおやつのバナナを
自分で切るよ♪

自分で食べるよ！
おいしいね♪

むずかしい
なぁ

スイカ割り

お手伝いクッキング

野菜栽培

採れたー！
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